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地域推奨の木

つ　げ

地域推奨の花
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奈良市の花

ナラノヤエザクラ

奈良市の鳥

ウグイス

（都祁地域シンボル）

東京2020オリンピック聖火（令和３年１月29日　奈良市都祁交流センター展示）

「アテネ」から

平和・団結・友愛の

〝　灯　〟

「アテネ」から

平和・団結・友愛の

〝　灯　〟
ともしびともしび
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都
祁
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
大
井
　
督
之

　　

昨
年
か
ら
世
界
中
に
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
多
く
の
命
を
奪
い
、
ま
だ
ま
だ

感
染
が
収
ま
ら
ず
、
私
た
ち
を
苦
し

め
て
い
ま
す
。

　

経
済
活
動
や
平
素
の
日
常
生
活
に

大
き
な
影
響
が
続
い
て
お
り
、
平
和

の
祭
典
で
あ
り
ま
す
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
に
も
、
大
き
な
障
害
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

都
祁
に
お
い
て
も
、
昨
年
は
、「
つ

げ
ま
つ
り
」
や
「
つ
げ
夏
ま
つ
り
」、

そ
し
て
当
協
議
会
の
事
業
で
あ
り
ま

す
、
農
業
体
験
交
流
事
業
、
都
祁
高

原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
も
に
中
止
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
都
祁
を
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
く
発
信
の
場
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
並
び
に
、
地
域
外

の
人
た
ち
と
の
交
流
の
場
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
振
興
に
欠
か
せ
な

い
事
業
で
あ
り
、
再
開
を
待
ち
望
む

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
感
染
の
収
束
状
況
を
見
な

が
ら
、
地
域
の
行
事
を
再
開
継
続
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

徐
々
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
承
認
、
供

給
が
進
み
始
め
て
は
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
マ
ス
ク
着
用
・
消
毒
・
三
密

回
避
等
を
継
続
し
、
み
ん
な
の
命
を

守
る
行
動
を
心
掛
け
て
生
活
し
ま

し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、
全
国
で
各
種
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
を
取
り
止
め
て

い
る
中
で
、
都
祁
地
域
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
も
取
り
止
め
や
大
幅

縮
小
と
な
り
ま
し
た
。

　

都
祁
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で

は
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
都

祁
の
地
域
振
興
の
火
は
、
何
と

か
灯
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
世
界
的
に
進
め
ら
れ
て

い
る
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
、

令
和
３
年
の
早
期
に
感
染
リ
ス

ク
が
回
避
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
発
生
以
前
の
状
態
に

戻
り
、
安
全
・
安
心
に
多
く
の

皆
さ
ま
が
集
え
る
状
態
に
戻
る

か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
議
会
も
、
旧
都
祁
村
時

代
か
ら
始
ま
り
第
40
回
大
会
ま

で
続
い
た
都
祁
高
原
マ
ラ
ソ
ン

大
会
、
合
併
を
機
に
始
め
た
農

業
体
験
交
流
事
業
を
中
止
と
し

ま
し
た
が
、
平
素
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
方
の

生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、

令
和
３
年
中
の
開
催
に
つ
い
て

も
、
中
止
も
含
め
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
を
、
ご
理
解
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　
　
　
負
け
な
い
地
域
振
興
推
進

都祁高原マラソン大会
マスコットキャラクター

つげまろくん
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新
市
建
設
計
画
の
拠
り
所
（
根
拠
）

と
な
る
合
併
特
例
法
が
再
々
延
長
さ

れ
、
令
和
七
年
度
ま
で
の
計
画
期
間

と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
「
奈
良
東
部
地
域
・

月
ヶ
瀬
地
域
・
都
祁
地
域
の
農
林
産

物
の
直
売
施
設
を
設
置
す
る
」
農
林

産
物
直
売
所
整
備
事
業
は
削
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
箱
物
は
作
ら
な
い
が
、
産
地
と
消

費
地
の
交
流
を
進
め
る
と
と
も
に
、

生
産
・
加
工
・
流
通
・
販
売
を
一
体

化
し
た
収
益
性
の
高
い
安
定
し
た
農

業
経
営
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
と

い
う
計
画
目
標
は
維
持
さ
れ
ま
す
。

奈
良
市
都
祁
地
域
巡
回

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
ご
利
用
下
さ
い
」

　
都
祁
行
政
セ
ン
タ
ー
で
は
、
都
祁

地
域
内
の
公
共
施
設
を
中
心
に
、
北

コ
ー
ス
・
南
コ
ー
ス
・
西
コ
ー
ス
の

三
コ
ー
ス
で
、
巡
回
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

　
路
線
上
で
は
、「
自
由
乗
降
」
で

き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
運
転

手
に
わ
か
る
よ
う
「
手
を
挙
げ
て
」

ご
利
用
下
さ
い
。

　
ま
た
、
時
刻
表
は
都
祁
地
域
内
の

公
共
施
設
に
配
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
活
用
下
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

都
祁
行
政
セ
ン
タ
ー
地
域
振
興
課

☎
　
〇
七
四
三
ー
八
二
ー
〇
二
〇
一

新市建設計画他県・市要望

市
　
　
要
　
　
望

県
　
要
　
望

１.一本松小倉線道路新設事業実施 早期実施 今後のスケジュールを何らかの形で示していきたい。

２.新規優良企業誘致事業 積極的な取組 取組み進めている。県とも連携していきたい。

３.コミュニティバス導入事業 継続 前年度同様の予算要求をしている。

４.まちづくりに関する補助金について 継続 前年度同様の予算要求をしている。
できる限りの協力はしていきたい。

５.のぼりを線改良事業 早期完了 ４～５年で完了目指す。

６.合併記念公園建設事業の区域に所在
　 する水路について 早期完了 堆積土砂対応する。整備範囲調整中。

１.大和高原工業団地開発計画の推進 早期推進 アンケート調査の結果、興味を示した企業もあるので、
積極的に対応していきたい。

２.国道25号改良事業 早期完了 底地の整理をしてから取り掛かる予定。
今後スケジュールを示していきたい。

３.県道奈良名張線改良事業 早期完了
東紀寺町三丁目交差点付近で、側溝暗渠化による拡幅を
予定。
用地買収等が進まず、これ以上の拡幅工事は難しい。

要望要　望　事　項 回　　　　答

　本会では、合併以来新市建設計画の早期完了を目指し、例年県・市へ要望を行っております。本年
度も令和２年11月25日に福西副会長、松田副会長、嶋本幹事、北相談役、そして都祁行政センター
から、仲西東部振興監、浦川所長、植松地域振興課長とともに、市・県に対して要望しました。

ご
　
報
　
告
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昨
年
延
期
と
な
り
、
今
年
の
夏
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
「
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
聖
火
が
、

都
祁
交
流
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
ま

し
た
。　

　

展
示
会
場
へ
は
、
地
域
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
参
観
さ
れ
、
ア
テ
ネ
か

ら
届
け
ら
れ
た
聖
火
を
目
の
当
た
り

に
し
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
成
功
に
向
け
胸
を
膨
ら
ま
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

聖
火
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
前
に
、
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
行
わ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
の
ペ
ロ
ポ
ネ

ソ
ス
半
島
の
オ
リ
ン
ピ
ア
遺
跡
で
、

太
陽
光
を
凹
面
鏡
に
集
中
さ
せ
、
炉

の
女
神
ヘ
ス
テ
ィ
ア
ー
を
祀
る
11
人

の
巫
女
が
ト
ー
チ
を
か
ざ
し
て
採
火

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
採
火
さ
れ
た
聖
火
は
、

ギ
リ
シ
ャ
国
内
、
開
催
国
内
を
リ

レ
ー
し
て
開
会
式
会
場
ま
で
届
け
ら

れ
ま
す
。

　

聖
火
リ
レ
ー
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
聖
火
を
掲
げ
、

平
和
・
団
結
・
友
愛
と
い
っ
た
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
理
想
を
体
現
し
、
開
催

国
全
体
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
広
め
、

来
た
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
と

期
待
を
呼
び
起
こ
す
役
目
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
三
月
二
十
五
日
福
島

県
を
ス
タ
ー
ト
し
、
奈
良
県
内
を
四

月
十
一
日
か
ら
十
二
日
の
間
リ
レ
ー

し
、
七
月
二
十
三
日
の
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
に
聖
火
台

へ
点
火
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
文
字
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
「
都
祁
ま
ち
だ
よ
り
」

あ
の
日
か
ら
全
て
の
こ
と

が
激
変
し
ま
し
た
。

　
将
来
の
展
望
が
見
え
な

い
現
状
で
は
あ
り
ま
す

が
、
ペ
ニ
シ
リ
ン
に
始
ま

る
抗
生
物
質
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
特
効
薬
ア
ビ
ガ
ン

な
ど
多
く
の
疾
病
に
打
ち

勝
っ
て
き
た
人
類
の
英
知

を
信
じ
、
今
で
き
る
全
て

の
努
力
の
う
え
に
都
祁
地

域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

発
信
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
都
祁
ま
ち
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
編
集
委
員

編
集
後
記

『
都
祁
に
聖
火
が
来
ま
し
た
』

都
祁
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
組
織
と
運
営

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

当
協
会
は
、
現
在
会
長
以
下
12
名

の
役
員
並
び
に
13
名
の
委
員
に
よ
り

組
織
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
自
治
連
合
会
長
は
じ
め
、

地
域
内
の
各
種
団
体
組
織
の
代
表
者

並
び
に
行
政
や
地
域
活
動
に
経
験
の

あ
る
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
平

成
十
七
年
奈
良
市
・
月
ケ
瀬
村
と
の

合
併
と
同
時
に
発
足
し
、
運
営
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

合
併
協
定
の
際
に
組
織
さ
れ
て
お

り
、
行
政
セ
ン
タ
ー
地
域
振
興
課
に

も
ご
協
力
頂
き
な
が
ら
、
総
会
並
び

に
役
員
会
で
協
議
を
重
ね
、
本
会
の

目
的
で
あ
る
新
市
建
設
計
画
の
進
捗

に
関
す
る
こ
と
、
地
域
振
興
に
関
す

る
こ
と
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
連
絡
先
）

　

都
祁
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
（
奈
良
市
都
祁
行
政
セ
ン
タ
ー
内
）       

　

電
話　

〇
七
四
三
ー
八
二
ー
〇
二
〇
一


